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『 共 助 』 

 

施設長 油井富士男 

 

黄金色に頭を垂れた稲穂も、刈り取り作業で次々に収穫されています。 

一面の黄金色の水田が徐々に姿を消してゆくのを目にし、秋の深まりを感じて

います。 

通所授産施設としてスタートし、１６年目を迎えました。支援費制度の施行障

害者自立支援法の施行さらに障害者総合支援法の施行（その間に一部改正法等）

があり、目まぐるしい１５年間だったと感じています。 

パル実郷が立地する高根福祉村は、３５，９０７㎡の敷地に、北杜市立しらかば保

育園、特別養護老人ホーム「みのる荘」、市営のシルバーハウジング（１０世

帯）と障害福祉サービス事業所「パル実郷」で構成されています。 

毎年１０月の最終土曜日に、『であい・ふれあい・ひびきあい』をスローガン

に「みのるの里まつり」を、地域の方々にボランティアでの協力をいただき開催

しています。今回で１３回目になりますが、保育園児から特養、シルバーハウジ

ングのお年寄りまで総出で祭りに参加します。 

それぞれの施設の役割、目指しているところは違うけれども、こうした行事を

通してより一層連携を深めていると感じています。 

地域に目を向けてみると、少子化が進み、小学校の統廃合が進められ、地域に

小学校があるのは「当たり前」のこととして今まで受け入れていたその「当たり

前」がある日を境にストンと抜け落ちてゆく・・・地域に暮らす者にとって大き

な戸惑いを感じることであろう。また、集落においては空き家が目立つようにな

ってきている。地域で行われる奉仕作業にしても出労者数が減ってきている現状

から、果たして１０年後は大丈夫だろうかと不安になる。そうした中、地域で生

きる者として、地域の子供の健やかな成長を見守り、老いてゆく先輩方を災害

時、如何にして身を守れるか、それは地域の課題であり、地域全体の取り組みだ

と思います。 

変わりゆく地域において、変わることのない日常生活を過ごすための地域住民

の連携の大切さ、尊さを改めて感じています、高根福祉村においてもその考えの

もと「共助」を大切にしたいと考えています。 
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7 月 6 日、余暇活動「釣り&バーベキュー」を行いました。

当日はお天気に恵まれた渓流釣り班、映画観賞を行った室内余

暇班と、それぞれ非常に楽しめたと思います。昼からは待ちに

待ったバーベキューとなりました。おいしい焼肉、野菜の他、

渓流釣り班の釣果も上々のため、釣ってきたばかりのニジマス

もたくさんいただきました。最後に焼きそばを作り、     

バーベキューを終わりました。皆さん最後まで楽しく美味しく

余暇活動ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月 25 日、敷地内の庭で、流しそうめんを行いました。

流れてくる、そうめんやトマトがうまく掴めず悪戦苦闘しな

がらも、皆さん楽しみながら、そうめんを食べました。毎日

暑い日が続き、食欲が落ちるような気候が続いていましたが、

最終的には全員で 6 ㎏ものそうめんを平らげてしまいまし

た。デザートは室内で、スイカ・メロン・バナナをいただき

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パル実郷では夏休み期間中に高根中学校、泉中学校の福祉体

験学習の受け入れを行いました。生徒達は、各作業班に分かれ、

利用者さん達と一緒に作業を行いました。また昼休みには、利

用者さん達と一緒にゲームを楽しみ、交流を図りました。生徒

達からは「働くことの大切さがわかりました。」などの感想が

ありました。この福祉体験を通して、福祉に関心を持ってほし

いと思いました。福祉体験期間（7/24～8/9）  

釣り＆バーベキュー 

流しそうめん 

中学生福祉体験 
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8 月 26 日、日野春學舎で開催され

た「織りなす暮らしとやさいまつり」

に参加しました。天気もだんだんと 

良くなり、絶好のお祭り日和になり、

利用者の皆さんは、様々な屋台から 

思い思いのものを昼食に購入し、お祭

りを楽しんでいました。ステージの 

音楽や演舞イベントを楽しんだり、ウ

ォークラリーでヤギにエサをあげた

り、繭（まゆ）から糸を取り出す体験

を行ったり、パル実郷の生活介護班の

作品を鑑賞したりと盛りだくさんの

内容でした。地域の方とも触れ合いな

がら、お祭りをとても満喫した一日と

なりました。 

 

 8 月３０日、全日本自動車産業労働組合総連合会より、「福祉カンパ活動」として芝刈機・

替刃（合計 276,080 円）を寄贈していただきました。今後の利用者支援に活用させていただ

きたいと思います。利用者の皆さんも大変喜んでいました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9 月９日、パル実郷の駐車場にて、消火器を使用した消火訓練を

行いました。消火器の使用経験のない方がほとんどで、油井施設長

から使い方や使用期限表示の見方等を教わり、希望した方に実際に

火を消してもらいました。その後、パル実郷内の消火器の設置場所

を皆さんで確認して回りました。 

 

 

 

  

織りなす暮らしとやさいまつり 

自動車総連 物品寄贈 

防災訓練実施 

 



 

 

９月９日、高根地区更生保護女性の会の皆さんと 

交流を楽しみました。誰でも簡単に参加のできる歌や

踊りを行い、その後はお茶とお菓子を食べながら交流

しました。利用者さんは積極的に参加して楽しんでい

て、始終笑いの絶えない交流会でした。ぜひまた交流

したいです。 

 

 9 月 21 日、しらかば保育園の園児の皆さんと、ミニ運動会を行いました。まず、全員で準備

体操を行い、その後リレーを行ったり、ダンスを踊ったり、段ボールで作ったロケットに入って

競争をしたりしました。休憩時には、保育園よりアイスをいただき、皆で食べました。汗ばむ陽

気でしたが、楽しんで運動会に参加できました。最後に園児の皆さんから手作りの金メダルをも

らうと、皆さんとても嬉しそうでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月２8 日（土）に、第１3 回みのるの里まつりが開催されます。 

皆さんのお越しを心よりお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年も１０月２８日のみのるの里まつりに、八ヶ岳からあの“ゆるキャラ”が来てくれる予定

です。昨年は、利用者さんや子どもたちのパワーに圧倒されていましたが、今年はどうなるか！？ 

もし、見かけたら気軽にふれあいに来て下さい！一緒にお祭りを楽しみましょう♪ 

（編集：正露・窪田・清水・豊嶋） 
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